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Intra-articular injection of chitin nanofiber attenuates osteoarthritis: An 

experimental study in a rat model of osteoarthritis 
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審 査 結 果 の 要 旨 

 

 本研究は、カニ甲殻から開発されたキチンナノファイバー（CNF）の変形性関節症

（OA）進行抑制効果を、保存療法の主流であるヒアルロン酸（HA）および生理食塩水（対

照群）と比較した研究である。中長期的な効果はCNF、HAともに認められなかったが、早

期にはHAよりも軟骨障害が抑制され、HAと同程度の抗炎症効果も認められた。CNFは廃棄

されるカニ甲殻を原料としていて持続可能な開発目標（SDGs）に繋がる技術であり、製造

にかかる費用もHAより抑えられる可能性がある。このようなCNFをOAモデルの関節内に注

入してOA進行抑制効果を評価した研究はこれまでになく、明らかに学術水準を高めたもの

と認める。 

 

 


